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12) 3年後に確認 された中大脳動脈末櫓部動脈
痛の 1手術例

早野 信也･鈴木 健司
(志謡 雑 病院)

第 19回 リバ- カ ソフ ァ レンス総 会

日 時 平成 7年3月18Fl L土)

午前 9時-

会 場 ミナミプラザホテル

I. 一 般 演 題

11肝胆肝領域における DIC

一 当村における最近 4年間の DIC 症例

に関する検討一

畑阿 勝治 ･尾崎 和 幸

姦警 罵 鳩 橋 遠 く新潟大鞘 三内柳

最近4年間に当科に入院 した 1,367例L17)･'lf,1~)IC を

合併 した症例のは52例 (3.8%)であった.

D王C症例では感染を契機として発症する例が多 く,

は死亡率が88%と悪 く,治療をこ難渋する例が多かった.

治療は,蛋白分解酵素阻害薬ならびに,アソチ トロソ

ピソ-班,FFP の補充が主であり,へパリソ単独使周例

はなかった.

keywords;DIG,感染,蚤自分解酵素阻害薬.

2)肝疾患における丁シー.,'t']シン+ ゲラ7 (-

の臨床評価

-肝予備能とCT)比較検討-

高橋 澄鮭
豊島 宗厚 ∴ --ll

日本歯科大学
新潟 歯学 部
附属病院内科

【目的】アシ丁ロシンチ注を円い.同検査の有用性.

特に肝予備能の評価iこついて検討 した.【方法】心陳及

び肝臓に関心領域 (ROT)を設定 し,同部の時間---放射

能曲線を作成 し血中クリアラソスの指標として m 15,

肝集積の指漂として LHL15を算出 した.慢性肝炎.

肝硬要,肝細胞癌,他の肝睡壕,脂肪肝例にて検討した.

【結果】HH15.LHL15は肝疾患の重症度及び T.Bit,

ALB,ChE,PT,HPT,ICG 15分値と有意な相関を

示 した.【結論】アシアロシソチ注により肝疾患の進行

皮,肝予備機の評価が可能であった.慢性肝疾患の病態

の把嬢のため有用であったが,肝細胞癌と他の肝腰痛で

の簸構パタ-ソの差は認められなかった.

3)慢性肝疾患をこおける低酸素血症の検討
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吉村 宣彦 ･塚目 博 し 同 放射線科)

高木健太郎 し 同 外科)

廃山 盈秩 (畠 山 医 院)

我々は慢性肝疾患に著明左低酸素血症を合併し,Hepa-

topulmonarysyndromeと考えられた1'例を経験 した

ので報告 した.2例は肺活畳や 1秒率に異常なく,画像

的にも肺野に著変をみなかったが,肺拡散能の減少と,

莱杓気道閉塞の所見を認め,肺血流シソチでは肺内勤静

脈シャソトが示唆された.2例はともに血管拡張に関わ

るとされるグルカゴンが高値を示 したが,成因となりう

るかは不明であった.その他の28例の慢性肝疾患症例を

加え,食道静脈癖や Child分炉と動脈血酸素分圧の相

関を検討 したが有意運は認められなかった.

41肝性脳症に対す る HelicobaeteI-Pylori

除菌の有用性の検討
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漕 崇県立中央病院)

( 同 外科)

山 田 兼 恵 子 ･歌代祐巳予
山 田 磨 く 同 検査料)

畠山 塵秋 (畠 山 医 院)

症例 1は64才の男性.lT′Lコー′L･性肝硬変による肝性

脳症 eomagradem 度にて当村入院 した.入院時検査

成績で血中アソモニアは 237fLg/dであった.通常の肝

性脳症の治糖に抵抗したため胃内LT)Helicobacterlヤlori

(HP)が血中アンモニア値上昇に関与している可能性を

考え,上部消化管内視鏡検査を行い胃角 ･休部に HP を

認めた.HP に対 し2週間の除菌 (AMPC l.5鍔,メト

ロニダブ-ル 500mg,ラソソプラゾール 30m鍔,プラ

ウノト-ル 480mg)のみにてアンモニアは著明に低下


